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カワシンジュガイ科貝類の分布状況
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　　　　Abstract:This is the first report of the distribution of freshwater pearl mussels Margaritifera laevis 

                     and M. togakushiensis in Esashi Town, northern Hokkaido. These species were collected in some

                     rivers and ponds but could not be collected in the river where margaritiferid mussels inhabited previously. 

                     We collected approximately 80 mussels but a small mussel (< 40 mm) could not be obtained.
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はじめに
  日 本 に は カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ Margaritifera laevis 
(Haas, 1910) と コ ガ タ カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ M. 

togakushiensis (Kondo & Kobayashi, 2005) の 2 種のカ
ワシンジュガイ科貝類が分布している．北海道に
おける両種の分布は，カワシンジュガイが全道的

に分布しているのに対し，コガタカワシンジュガ
イは道東地域を中心に富良野市や道北に分布して
いる ( 近藤 2008；秋山・臼井 2013；秋山未発表 )．
環境省のレッドリストにおいて，カワシンジュガ
イが絶滅危惧Ⅱ類 (VU) に，コガタカワシンジュ
ガイが絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) に選定されており
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( 近藤 2008；環境省 2012），両種は貴重な淡水
産二枚貝である．
　カワシンジュガイ科貝類は，サケ科，チョウ
ザメ科，ギンポ科の魚類に寄生し ( 粟倉 1968; 
Araujo & Ramos 2000；Araujo et al. 2001)，成
長して稚貝になった後，脱落して底生生活に移
行する（Bauer 1987）．日本に分布するカワシン
ジュガイとコガタカワシンジュガイはグロキディ
ウム幼生期にサケ科魚類のみを宿主とし，エラに
寄生する．北海道で宿主となる魚種は，カワシン
ジュガイではサクラマス Oncorhynchus masou masou，
コガタカワシンジュガイではアメマス Salvelinus 

leucomaenis leucomaenis で あ り (Kobayashi & Kondo 
2005; Akiyama 2007；近藤 2008)，これらの宿
主となる魚類がいなければ，カワシンジュガイ科
の貝類は再生産することができない．
　枝幸町では，これら 2 種の淡水産二枚貝の分
布は過去に報告されていない．そこで，著者らは
枝幸町内におけるカワシンジュガイ科貝類の分布
を調査し，この貝類の分布を河川環境と関連させ
ながら考察した．

調査地および調査方法
　調査は 2013 年 8 月 27 及び 28 日に枝幸町内
の 3 河川（A 川，B 川，C 川）及び D 人工池でお
こなった．これらの調査場所は，枝幸町の住民か
らの情報等に基づき選定した．C 川は，流程に沿っ
て 3 地点調査した．D 人工池は 2 つの小規模な
池が水路で連結しており，池の側面は両池とも石
垣で護岸されていた．池の水は透き通っていたた
め，底部の様子を岸辺から観察することができた．
　前述のとおり，カワシンジュガイ類は絶滅危惧
種であり，その希少性から乱獲のおそれがあるた
め，詳細な調査場所の情報を明記することは避け
た．貝の探索は 2-3 名が目視でおこない，捕獲の
際には水底の貝を素手またはたも網で採集した．
　北海道ではカワシンジュガイとコガタカワシ
ンジュガイが同所的に生息する場合があり ( 近
藤 2008)，両種の殻の外部形態は類似するため，
Kondo & Kobayashi (2005) が示した 4 つの外部
形態の特徴（殻の背縁の傾き，前縁の輪郭，前閉
殻筋痕，最大殻長）に基づき種判別をした．カワ

シンジュガイ類は絶滅が危惧される希少な貝類で
あるため，できるかぎり殺さずに種同定をおこな
う必要がある．そこで，生貝に関しては，上記し
た 4 つの形態差のうち，背縁の傾き，前縁の輪
郭，最大殻長のみを利用して種同定をおこなった．
これら 3 形質のみで種同定を行うと，両種の中
間的な形質を有する貝が多数現れることがあるた
め，本調査では 2 種それぞれの典型的な形をし
た貝が見つかった場合に限り，その種が存在する
とした．
　採集した生貝のうち，B 川の 3 個体は 99.5%エ
タノールで固定して持ち帰り，殻はポリエチレン
グリコールを塗布して乾燥標本，軟体部は 99.5%
エタノールに浸漬した液浸標本としてそれぞれ処
理し，双方をオホーツクミュージアムえさしに収
蔵した ( 標本番号 OME13-0131，OMEB13-0001
～ 0003)．

結果
　A 川：川幅 10-20m の区間で，橋脚の周辺にて
3 名で貝を探索し，砂礫や礫で構成された河床か
ら 5 個体のカワシンジュガイ科貝類を採集した
( 図 1)．採集された 5 個体は離散的に分布してい
た．採集した貝の中にはカワシンジュガイが含ま
れていた．これら 5 個体の殻の大きさは平均殻
長±標準偏差は 83 ± 17mm であり，最小殻長
は 74mm，最大殻長は 113mm だった．
　B 川：川幅 2-3m 程度の細流の区間にて，3 名
で貝を探索した．この河川の河床は砂や礫で構成
されており，多数のカワシンジュガイ科貝類の生
息が確認できた．貝が密に集まったコロニーも観
察された．採集された合計 70 個体の貝の多くは
コガタカワシンジュガイだった ( 図 2)．平均殻
長±標準偏差は 60 ± 7mm であり，最小殻長は
44mm，最大殻長は 77mm だった．
C 川：川幅 20-30m の流路から任意に選択した
3 地点を下流から上流方向に向けて 3 名で巡り，
貝を探索した．いずれの地点も河床の堆積物は礫
や巨礫が多く，流速の早い一部の河床では岩盤
が露出し，堆積物は無かった．堆積物のある河床
を中心に調査したが，貝を見つけることはできな
かった．
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Figure. 1. 河川 A で採集したカワシンジュガイ類．スケールバーは 5cm．Figure. 2. 河川 B で採集したカワシンジュガイ類．スケールバーは 5cm．
Figure. 3. 人工池底部におけるカワシンジュガイ類の生息状況．Figure. 4. 人工池で採集したカワシンジュガイ類．スケールバーは 5cm．

　D 人工池：池の底部には泥が堆積し，表面には
糸状藻類が生えていた．カワシンジュガイ科貝類
の水管が堆積物表面に点在する様子を確認した
( 図 3)．採集した 7 個体 ( 図 4) の中には，カワ
シンジュガイが含まれていた．一方，コガタカワ
シンジュガイらしき貝も採集できたが，正確な種
同定はできなかった．平均殻長±標準偏差は 81
± 4mm であり，最小殻長は 77mm，最大殻長は
89mm だった．

考察
　本調査によって，枝幸町でカワシンジュガイと
コガタカワシンジュガイの分布が確認された．国
内において，両種の生息が確認されている市町村
は，本州では長野県の戸隠村，北海道では道東の
別海町，清里町，道央の富良野市などに限られて
いる (Kurihara et al. 2005; 近藤 2008)．そのため，
枝幸町はカワシンジュガイ科貝類 2 種が生息す
る貴重な地域であるといえる．

　本調査でカワシンジュガイ科貝類の生息が確認
できなかった C 川は，著者の 1 人である村山裕
氏によって，かつてカワシンジュガイ科貝類の
生息が確認されていた．カワシンジュガイ科貝類
が生息し，再生産をおこなうためには，『アメマ
スやサクラマスなどの宿主が川と海を自由に行き
来できること ( 粟倉 1969)』，『水通しがよく，酸
化的な堆積物環境があること (Geist & Auerswald 
2007)』，『富栄養化しすぎていないきれいな水が
流れていること (Bauer 1988)』，『雨や降雪に伴
う流量の増加で，貝が流失するほど強い水底の撹
乱が無いこと (Morales et al. 2006)』等の条件が
必要である．これらの条件は，魚類の移動を阻害
する河川工作物の設置，生活排水の不十分な処理，
洪水緩和機能を低下させ，シルトの堆積にも関わ
る森林伐採等の流域開発によって満たされなくな
る．C 川の河床堆積物は極めて少なく，村山氏が
カワシンジュガイ科貝類を発見した当時と比べて
河床が浸食傾向にある可能性がある．その結果，
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カワシンジュガイ科貝類の定着が困難になったの
かもしれない．河床の変化については人為的な影
響を含め，今後，さらなる調査をおこなっていく
必要があるだろう．
　また，本調査では殻長 40mm 未満の小さな貝
は発見できなかった．この原因として，若い貝
の分布は高齢の貝と異なり (Geist & Auerswald 
2007)，相対的に分布範囲が狭いことや (Hastie 
et al. 2000)，見つけやすい大型の貝を選択的に
採集する “ サンプリングバイアス ” がはたらいて
いたことが考えられる．今後はこれらの影響を考
慮した上で現地調査をおこない，貝の齢組成を調
べ，繁殖状況を確認する必要がある．

標本
　北海道枝幸町 B 川．3 個体．OME13-0131．
OMEB13-0001~0003．2013. Ⅷ .28．秋山吉寛・
臼井平採集
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